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こ
の
た
び
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
蔓
延
で
罹
患
さ
れ
た
患
者
さ
ん
、
関
係
者
の
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

等
潤
病
院
の
状
態
で
す
が
、
２
月
、
３
月
は
他
の
医
療
機
関
が
上
気
道
炎
も
と
よ
り
発
熱
患
者
や
救
急
患
者
を

受
診
さ
せ
な
い
状
態
が
続
く
中
、
当
院
は
そ
の
よ
う
な
患
者
も
積
極
的
に
受
け
、
発
熱
患
者
の
足
立
区
の
最
後
の

砦
と
呼
ば
れ
る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
４
月
ご
ろ
よ
り
外
来
患
さ
ん
が
受
診
抑
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
外

来
患
者
、
検
査
数
の
減
少
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
こ
の
間
電
話
再
診
の
患
者
さ
ん
は
い
わ
ゆ
る

コ
ロ
ナ
太
り
で
し
ょ
う
か
、
糖
尿
病
高
脂
血
症
の
悪
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
に
な
り
ほ
ぼ
正
常
状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
コ
ロ
ナ
患
者
数
の
増
加
に
と
も
な
い
感
染
予
防
対
策
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
は
椅
子
数
の
制
限
、
面
会
制
限
な
ど
ご
迷
惑
を
か
け
て
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
患
者
さ
ん
、
慈
生
会
一
体
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
私
は
平
成
12
年
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
よ
り
派
遣
さ
れ
た
外
科
医
で
す
。
当
院
は
最
初
の
印
象
で
す
が
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
看
護
師
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
、
検
査
技
師
が
ど
の
よ
う
な
時
間
で
も
緊
急
の
検
査
、
手
術
を
快
く

受
け
て
く
れ
る
の
が
非
常
に
感
心
し
ま
し
た
。
現
状
で
も
そ
の
歴
史
は
続
い
て
い
ま
す
。

外
科
と
し
て
は
腹
腔
鏡
の
手
術
の
先
駆
け
で
あ
り
ま
し
て
、
現
在
も
胆
の
う
摘
出
術
は
も
ち
ろ
ん
、
大
腸
が
ん

手
術
、
胃
が
ん
手
術
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腹
腔
鏡
の
機
械
も
最
新
式
で
診
断
す
る
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
最

新
式
で
術
前
診
断
に
非
常
に
役
だ
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
癌
で
不
幸
に
も
切
除
不
能
、
再
発
し
た
患
者
さ
ん
や
術

後
の
化
学
療
法
の
必
要
な
患
者
さ
ん
に
も
積
極
的
に
化
学
療
法
を
行
っ
て
お
り
、
城
東
地
区
で
は
一
番
の
症
例
数

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

手
術
や
癌
の
治
療
に
つ
い
て
何
か
疑
問
や
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
私
た
ち
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

今
は
大
変
な
時
期
で
す
が
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
患
者
さ
ん
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/equal/ikiiki/festa/
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/equal/ikiiki/festa/
http://jcqhc.or.jp/html/index.htm
http://jcqhc.or.jp/html/index.htm
http://www.jiseikai-phcc.jp/


第３３号

外来受診表
受付時間 ： 午前／ 8：30〜12：00

午後／13：00〜16：50

発刊日：令和２年８月

等 潤 病 院 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

内科

午前
谷口 久金 谷口 野呂 久金 黒崎
須賀 竹村 久金 黒崎 大森 髙橋(聡)

黒崎 西島 河尻 中臺

午後

阿部(大） 竹村 須賀 須賀 山﨑 阿部(大)

大森 久保田 河尻 小野(啓） 林(宏) 中臺

佐藤(英) 天野

沖田

呼吸器内科

午前

谷口 久金 谷口 野呂 久金 黒崎

須賀 西島 久金 黒崎 大森 髙橋(聡)

黒崎

午後
大森 久保田 須賀 林(宏)

小野(啓）

血液内科 午後 阿部(大） 阿部(大)

腎臓内科 午後 佐藤(英) 天野

神経内科･
漢方外来

午前・午後 河尻

循環器内科
午前

玄 玄 玄 川内 玄 中臺

佐々木

午後 玄 川内 佐々木 川内(第2,4週) 中臺

外科

午前
西 伊藤(雅) 西 青柳 伊藤(雅) 樋口

青柳 小関 渡邉 仁瓶 小川(康) 交代制

午後

渡邉 小関 樋口 仁瓶 樋口 交代制

中島 松永 松永

小野(宏)

乳腺外科
午前 樋口

午後 樋口 樋口

整形外科

午前
堀越 湯朝 大澤 深井 小川(剛) 湯朝

堀越

午後
堀越 大澤 小川(剛) 堀越

武内(俊) 深井

脳神経外科
午前 交代制

午後 松原 交代制 原 請田

泌尿器科
午前

午後 横山 田中 范(第3週)

皮膚科
午前 伊藤(聖) 伊藤(聖)

午後 伊藤(聖) 伊藤(聖)

リウマチ科 午後 川口(第2,4週)

内視鏡
午前 樋口 赤澤 小野(宏) 田村 小関 西

午後 小関 赤澤 交代制 田村 青柳/松永

健診
午前 山﨑 柳澤 山﨑 山﨑 山﨑 山﨑

午後 山﨑 柳澤 山﨑 山﨑 山﨑

訪問診療 午後 伊藤(雅) 谷口(第2,4週) 谷口(第2,4週)

常 楽 診 療 所 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

内科 午前 阿部(大) 吉永 田澤 谷口 菅野

脳神経外科 午前 宮﨑

訪 問 診 療 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

午前 伊藤(雅) 沖田 伊藤(雅)

午後 吉永 中島 松宮 小川(康)
注） 学会などへの参加により休診・代診になることがございます。

注） 外来医師体制表は、一部変更になることもありますので予めご了承ください。
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Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
診
断
が
専
門
で
す
。

他
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、
最
適
な
画
像

検
査
を
提
供
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

放射線科
遠藤英穂 先生

令
和

２
年

7
月

入
職
医
師
挨
拶

現在も新型コロナウィルス感染症は拡大していますが、特に本年１月頃から５月頃にかけて救急
医療の現場は混乱しました。それは、新型コロナウィルス感染を疑われる患者さんの搬送先が決ま
らない「搬送困難事案」によるものです。
これを受け東京都は、新型コロナウイルス疑いの救急患者さんを積極的に受け入れる医療機関

（新型コロナ疑い救急医療機関）と必ず受け入れる医療機関（新型コロナ疑い地域救急医療セン
ター）を整備しました。等潤病院は、新型コロナ疑い地域救急医療センターの指定を受け、感染を
疑われる患者さんについて「５つの救急医療機関に搬送を断られた事案」､「２０分以上搬送先が
決まらない事案」の場合に必ず、受け入れいたします。
当院では、従前から発熱・せき・肺炎等の見られる疑い患者さんを可能な限り受け入れており、

特に３月頃から５月頃にかけては、例年の２倍近くの救急車を応需いたしました。「症状のみで患
者さんを断らない」という取り組みは、都内でも際立っていたと評価されています。実際に、足立
区に限らず広く都内から救急要請を受け、遠くは世田谷区や大田区からの要請もありました。
今後も新型コロナウィルス感染症に対して適切な診療を行い、保健所と連携しながら取り組んで

参ります。

※東京都福祉保健局「新型コロナ疑い救急患者の東京ルール運用要領」から引用

新型コロナ疑い地域救急医療センターの指定を受けました

6
月
よ
り
イ
ル
ア
カ
ー
サ
に
赴
任
致
し
ま
し
た
、

一
般
内
科
の
須
藤
と
申
し
ま
す
。
介
護
老
人
保

健
施
設
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
日
々
奮
闘

し
て
お
り
ま
す
。
等
潤
病
院
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
地
域
の
入
所
、
通
所
の
皆
様
の
健
康
管
理

を
し
、
病
後
も
困
難
さ
を
感
じ
な
い
日
常
生
活

に
戻
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

一般内科
須藤吉子 先生

等潤病院

※新型コロナ疑い救急医療センターとは
→新型コロナ疑い救急患者を必ず受け入れる医療機関として都が指定
→ 「必ず」とは、新型コロナ疑い救急患者（内科系・外科系、小児、妊産婦

のいずれか１つ以上）を受け入れる病床を毎日１床以上確保していること
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疑いのある病名や患者の事前問診内容をそのままテキスト出力するので、電子カルテにそのままコピー
ができます。主訴・年齢・性別・季節などの要素をもとに問診を自動で出題。症状を個別に細かく事前収集
し、診察までに自動で疑い病名を推測し確認できます。新型コロナウイルス(COVID-19)該当症状がある場
合、受付画面に注意喚起がされるようにもなっております。このAI問診導入により、業務の効率化を目指し
ます。

※「Ubie」はUbie株式会社の登録商標です。

このたび、等潤病院・放射線科では、新しいＭＲＩ検査を開始しました。
Body DWI（Diffusion-weighted image：拡散強調像）もしくは DWIBS（Diffusion-weighted
Whole Body With Background Body Signal Suppression）と呼ばれている方法で、悪性腫瘍
スクリーニングを目的とした検査になります。
PET-CTや骨シンチ検査に類似し、がんの発見や経過観察にとても優れた方法です。
この方法は、頸部から鼠蹊部までの広範囲を拡散強調画像を用いて約60分間で行います。病

変が強調されて画像化されることで、位置や大きさ、分布がわかりやすくなります。

主な特徴としましては、
①PET-CTと同等の高画質で、
コストパフォーマンスも高い。
②PET-CTや骨シンチ検査と異
なり、X線被曝がなく、造影剤
投与の必要もない。
③治療効果判定、全身の病変検
索スクリーニングに適している
などが挙げられます。
詳細につきましては、下記の

連絡先までお問合せください。

電話：03-3850-7905
（等潤病院・放射線科直通）


